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PC技術を中核とした高度な技術力により、

地球にやさしく安全で

快適な社会の実現に貢献する

株 主 の 皆 様 へ

当期の事業環境と業績について
　当連結会計年度における建設産業の事業環境は、概ね堅調でした。土木分野では、防災・減災対策や、国土強靱
化の推進、老朽化インフラの更新需要を背景に公共投資が底堅く推移いたしました。建築分野においても、民間設
備投資が堅調であり、製造業の工場新設・増設や物流施設・データセンター等の非住宅分野が活発となるなど、安
定した事業機会が得られました。
　一方で、資材価格や労務費の高止まり、人手不足といった構造的課題は依然として根強く残っております。さら
に、2026年2月以降の国際情勢の緊張を受けて原油・石油製品の供給不安や価格上昇が生じ、燃料・関連資材の調
達コストへの影響が懸念されるなど、先行きには不透明感も見られます。
　こうした事業環境下において、当期の業績は当初計画を上回る結果となりました。土木事業においては、設計変
更の獲得や大型案件の受注が順調に進捗いたしました。建築事業においては、資材価格等の高止まりが続く中、採
算重視の方針と原価管理の徹底を進めました。
　この結果、当期利益は前年の過去最高益をさらに上回る水準となりました。

中期経営計画2025　1年目の進捗について
　2025年度より始動した「中期経営計画2025」では、急速に変化する事業環境を踏まえ、「人的投資」と「技術
開発・DXの推進」を重点領域として取り組んでおります。
　「人的投資」では、処遇の改善をはじめ、教育体系の整備や研修プログラムの拡充を推進しました。また、採用
活動では全社一丸となって取り組んだ結果、採用者数が増加し、あわせて社員一人ひとりのスキル向上に向けた基
盤整備も着実に進めております。
　「技術開発」に関しては、当社の強みであるプレストレストコンクリートおよびプレキャスト関連技術の高度化
を図るとともに、メンテナンス・リニューアル分野での技術開発に取り組み、複数の現場で新技術の適用を開始い
たしました。また、DXについては、生産性向上に向けたデジタル技術活用、人財育成、システム整備を進め、全
社的なDX推進体制の構築が進んでおります。
　事業環境は依然として変化が大きく、不透明な状況が続いておりますが、当社は中期経営計画2025に掲げた取
り組みを着実に進め、将来の成長につながる基盤づくりに引き続き取り組んでまいります。

株主の皆様へのメッセージ
　当社は2026年4月1日付で、当社の100％子会社であったピー・エス・コンクリート株式会社を吸収合併し、同
社が担っていた製造機能を当社に統合いたしました。今後は、製造機能のさらなる強化に向けた体制整備や製造技
術の開発を積極的に推進し、持続的発展に向けた取り組みを進めてまいります。
　また、資本業務提携先である大成建設株式会社との協働も引き続き良好に推移しており、両社の強みを活かした
シナジー創出に向けた取り組みを進めております。
　当社グループは、こうした取り組みを通じて将来の成長に向けた基盤づくりを進めてまいります。株主の皆様に
おかれましては、今後も変わらぬご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

代表取締役 社長執行役員



ニュース＆トピックス

S－MuSSL工法（スマート・マッスル工法）
　高速道路の大規模更新工事として、劣化した既設RC床版
のプレキャストPC床版による取り替え工事が多数発注され
ており、各建設会社ではプレキャストPC床版相互を接続す
る様々な継手構造が提案されております。当社でも狭小な床
版下面での型枠設置が不要な「MuSSL工法」を開発してお
りますが、更なる生産性および現場工程の自由度を向上させ
るため、継手部に当社独自の材料である「S（スマート）－
DUCCS（ダックス）（常温硬化型高強度繊維補強モルタル）」
を打設することにより、継手部を「MuSSL工法」の1／4程
度（110mm）とした「S－MuSSL工法」を開発しました。
本工法では、橋軸直角方向鉄筋の配置を不要とすることが可
能です。

（図－1）
　あご付き形状はそのままとし、型枠不要な点など、従来技
術の長所は引継いでおります。また、継手部の打設量が減少
したことから、現地にて小型ミキサーを用いた打設が可能と
なり、継手部打設に関しての現場工程の自由度が向上してい
ます。
　本工法は、これまでに曲げ載荷試験や輪荷重走行試験を実
施し、NEXCO総研による性能証明も取得しております。
　2026年5月より、岡山県において「S－MuSSL工法」を採
用した初の床版取替工事を実施しています。

免震＋PCaPC工法の総合病院が福岡・薬院に完成
ー（仮称）福岡中央病院建替計画ー

　福岡市中央区薬院において建設を進めていた、地上12階建て・延床面積約
22,500㎡の免震構造による総合病院が竣工しました。

　当社は、発注者である国際医療福祉大学・高邦会グループ様の教育・医療施設をこれまで複数にわたり手掛けて
おり、本件は長年にわたる信頼関係を背景に実現したものです。
　都市部の限られた施工条件の中で、当社が得意とするPCaPC工法を採用し、環境負荷の低減にも配慮した時代の
ニーズに沿った建設工法を取り入れました。
今後、本施設が地域医療の発展に寄与することが期待されています。

図－1　S－MuSSL工法

詳しい内容はこちら▶

新技術の開発

建築ニュース

建物基礎（免震構造） 1階　待合 西側全景（メインエントランス）



完成工事のご紹介

首都圏中央連絡自動車道
吉原高架橋 （PC上部工） 工事（茨城県）

株式会社湖池屋　中部工場建設工事（岐阜県） 

金沢外環状道路 海側幹線Ⅳ期 地方道改築工事
（浅野川うみかん大橋 海側 A1－P5 上部工）（石川県）

トランコム株式会社　海津ロジスティクスセンター （岐阜県） 

鹿児島3号六月田橋上部工 （P7－P12） 工事（鹿児島県） みやこ町　文化交流センター新築工事（福岡県） 



決算情報

▍業績ハイライト （単位：億円）

▍事業別の概況 （単位：億円） �

■ 主な受注工事（下期）■ 1株当たり年間配当金の推移（単位：円）

※億円以下切捨てで表示しています。

※連結損益計算書上の「親会社株主に帰属する当期純利益」

財務情報の詳細データは
右記を読み込みの上、ご参照ください

土
木

北陸自動車道（特定更新等）
金沢高架橋東（上り線）
床版取替工事（その4）

床版取替工約9,000㎡、
塗替塗装工約25,000㎡、支承取替工90基

新名神高速道路　杉谷川橋
（下り線）（PC上部工）設
計・工事（建設工事その2）

6車線化事業に伴う既設橋（PC6径間連続波形
鋼板ウェブ箱桁ラーメン橋）の拡幅工事

中央新幹線、
山王川橋りょう

3径間連続PC箱桁ラーメン橋（張出架設工法）
2連　他

建
築

ニセコビレッジスキーリゾート　
森のゴンドラ駅舎建築工事

ゴンドラ駅舎、S造、平屋建、
延床面積2,400㎡

出光興産株式会社千葉事業所内
製造装置土建工事

製造装置、S造、平屋建、
延床面積数万㎡（非公表）

株式会社ASAHI FORGE土岐
工場カフェテリア新築計画

事務所（食堂）、S造、
地上2階建
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株主メモ

株主様アンケート結果のご報告

表紙の説明

株式に関するお手続きについて

本工事は、2主版桁と箱桁の接続部を有する橋長559.6m
のPRC16径間連続混合桁橋です。
首都圏中央連絡自動車道の4車線化事業のうち、松尾横
芝IC～山武成東IC間に位置し、ネットワークの機能拡充
による生産性向上、安全で円滑な交通の確保および防
災力の強化として期待されています。

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月
基準日 定時株主総会の議決権� 3月31日

期末配当金� 3月31日
中間配当金� 9月30日

単元株式数 100株
公告の方法 電子公告により、当社ウェブサイトに掲載い

たします。ただし、事故、その他のやむを得
ない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

株主名簿管理人
特別口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

事務取扱場所 東京都府中市日鋼町1-1
電話0120-232-711（通話料無料）

（郵送物送付先） 〒137-8081
新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

上場証券取引所 東京証券取引所

https://koekiku.jp

株主アンケートにご回答いただいた方の中から

抽選で 500円分のギフト券を
プレゼント！

本アンケートは、株式会社プロネクサスの提供する「コエキク」サービスにより実施いたします。
アンケートのお問い合わせ「コエキク事務局」        koekiku@pronexus.co.jp

アクセスキー

株主の皆さまの
声をお聞かせください

会社情報

ホームページのご案内

コーポレートデータ（2026年3月31日現在）

商　　　号	‌� ピーエス・コンストラクション株式会社 
PS Construction Co., Ltd.

本社所在地	 東京都港区東新橋一丁目9番1号
設　　　立	 1952年3月1日
資　本　金	 4,218,500,000円
代　表　者	 代表取締役　森 拓也
従 業 員 数	 単体：1,156名 
	 連結：1,624名

財務・業績情報、IR資料、プレスリリース等、IRに関する
情報をタイムリーに掲載しています。
ぜひご活用ください。
https://www.psc.co.jp/about/ir/

ピーエスコンストラクションIR 検索

1.	住所変更、単元未満株式の買取請求等のお申し出先について
口座を開設されている口座機関（証券会社等）にお申し出く
ださい。

2.	特別口座の株主様
特別口座で管理されている株式に関するお手続きについて
は、特別口座の口座管理機関である三菱UFJ信託銀行株式会
社にお申し出ください。

3.	未払配当金のお支払いについて
株主名簿管理人である三菱UFJ信託銀行株式会社にお申し出
ください。

第78期中間株主通信において実施させていただきましたアンケートでは、大変多くの
株主様にご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。この貴重なご意見・ご要望を真摯に受
け止め、今後の株主通信の発行およびIR活動に活かし、取り組んでまいります。

当社を知ったきっかけ 当社の株式を購入された理由（複数回答）

・安定配当・株主還元を評価している
・親会社との連携強化に注目している
・事業・技術力の発信をさらに充実してほしい
・認知度向上に期待している

ご意見・ご要望（要旨抜粋）

インターネット・SNS
会社四季報・日経会社情報

経済誌・投資情報誌
知人の紹介

34％
25％

22％
3％

配当利回り
将来性
安定性
収益性

60％
51％

42％
36％


